




目 的 

 地域において心身障害の発生を減少させるためには,異常の早期発見と適切な措置の徹

底が不可欠であり,健診の事後措置のあり方には多くの改良が必要と考えられる。私たちは

この立場から,異常把握後の管理に「事後指導票」を作成して一貫継続指導に役立てる事業

と,指導方針の確立のために保健所二次検診をおこなう事業とを併行して実施し,目的の達

成に努めることとした。 


